
学校教育目標

めざす生徒像

研究主題

取組の柱

本研究で
めざす生徒像

「氣を出し、積極的に生きる」
～ 思いやり 学び 考動 ～

多様な他者と協動しながら、主体的に学び、
自ら考えて行動できる生徒

○自己を理解し、自分の夢や目標に向かって努力できる生徒
○様々な課題を見つけ、他者と協動的に解決できる生徒

主体的な学びを拓く４つの資質・能力の育成
～生徒理解を踏まえた学習指導と生徒指導の一体的な推進を通して～

○アセスメントによる多角的・多面的な生徒理解
○学習のつまづきを共有し、その手立て・支援を講じた学習活動の展開
○ICT機器の活用を含めた、一人一人の実態に応じた多様な学び方の選択肢の提供

関わる力
他者の考えや立場を理解し、相手の
意見を聴いて自分の考えを正確に伝
え、他者と協力・協働する力
【人間関係形成・社会形成能力】

見つめる力
自分が好きなこと、得意なことなど、
今後の自分自身の可能性を含めて肯
定的に理解する力
【自己理解・自己管理能力】

見通す力
自分の夢や目標、やりたいことなど
について、自ら考え、選択し、自分
の意志で決めることができる力
【キャリアプランニング能力】

やり抜く力
様々な課題を見つけ、適切な計画を
立てて実行し、その課題を解決する
ことができる力

【課題対応能力】

江田島中学校区の
15歳の生徒に

身に付けさせたい力
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学習指導 生徒指導
①学習のつまずきの見取りによる生徒理解

③ ICT機器の活用を含めた、一人一人の実態
に応じた多様な学び方の選択肢の提供

②学習のつまずきを乗り越えるための手立て
の設定

③フォーサイトによる自己管理・自己調
整力の育成

②生徒同士、教師と生徒の信頼関係の構築、
安心して学べる学級集団づくり

①アセスメントなどの活用による生徒理解
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